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ひと人ヒト（田中ひさ子さん）

能登和倉万葉の里マラソン 2011

国際交流から一歩先へ…多文化共生

平成 22 年度１月補正予算のあらまし

困ったときには相談を！

～七尾市消費生活センター～

情報ランド（お知らせ）

みんなの本棚／児童館へ行こう

イベント情報

広がれ！市民の和

市民相談

休日医療情報／不用品活用銀行

まちの顔

能登和倉万葉の里マラソン 2011 ／

わが家のアイドル

今月の表紙

　24 節気の１つの立春。冬か
ら春へと季節の変わり目に鬼
が現れるとされ、悪霊払いをす
るために豆まきが行われるよ
うになったといわれている。
  取材に行った石崎保育園の園
児は、今から何があるのか興味
津々。先生がこれから行う内容
を説明すると、少しずつ、子ど
もたちの表情が変わる。なぜな
ら、鬼が来ると聞いたからだ。
鬼が登場！子どもたちは、必死
で逃げ回り、ウワァーと大声で
泣きじゃくる子もいた。この豆
を鬼に投げてという先生の説
明も忘れ、手に握っている豆を
鬼へ投げないまま逃げ回る。私
も子どもについて回ったが、ベ
ストショットを撮るのが大変
だった。

　
『
手
ま
り
に
心
が
宿
る
』。
そ
ん
な
手
ま

り
を
作
り
出
す
１
人
の
女
性
が
い
る
。
手

ま
り
を
作
る
技
術
も
す
ご
い
が
、
そ
こ
に

風
景
や
心
情
ま
で
も
描
き
出
す
と
い
う
か

ら
驚
き
だ
。

　

和
倉
町
に
生
ま
れ
育
ち
、
富
山
県
へ
と

嫁
ぐ
。
職
場
の
同
僚
か
ら
土
産
に
も
ら
っ

た
手
ま
り
が
き
っ
か
け
で
関
心
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
１
冊
の
本
（
て

ま
り
12
か
月　

尾
崎
千
代
子
著
）
と
の
出

会
い
が
人
生
を
大
き
く
変
え
た
。
掲
載
さ

れ
た
写
真
を
見
た
だ
け
で
心
が
震
え
、
感

動
を
覚
え
た
と
当
時
を
振
り
返
る
。「
こ

ん
な
手
ま
り
を
私
も
作
っ
て
み
た
い
」
と

尾
崎
先
生
に
師
事
し
、
以
来
43
年
間
手
ま

り
づ
く
り
の
道
を
一
途
に
歩
む
。

　
『
越
路
手
ま
り
』
と
は
、
越
中
の
国
の

手
ま
り
と
い
う
意
味
。
尾
崎
先
生
が
田
中

さ
ん
の
た
め
に
命
名
。
そ
の
特
徴
は
大
き

く
３
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
第
１
に
『
無
彩

色
の
手
ま
り
』。
第
２
に
『
草
木
染
の
手

ま
り
』。
そ
し
て
第
３
に
『
藍
の
手
ま
り
』。

再
び
戻
る
と
は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
七

尾
の
地
に
70
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
転
居
。
自

宅
か
ら
眺
め
る
藍
一
色
の
七
尾
湾
の
表
情

が
手
ま
り
に
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。

　
「
大
げ
さ
で
は
な
く
、
手
ま
り
は
人
生

の
す
べ
て
で
あ
り
、
宝
物
。
人
生
で
ど
ん

底
も
味
わ
っ
た
が
、
苦
し
か
っ
た
と
き
に

助
け
て
く
れ
た
の
も
手
ま
り
だ
っ
た
」
と
、

そ
の
思
い
は
深
い
。「
市
内
で
も
手
ま
り

を
作
っ
て
い
る
人
も
た
く
さ
ん
い
る
と
思

う
の
で
、
そ
ん
な
人
が
集
ま
っ
て
楽
し
く

余
暇
を
過
ご
せ
れ
ば
」と
、『
手
ま
り
の
輪
』

の
広
が
り
に
期
待
を
寄
せ
る
。

　

４
月
１
日
か
ら
今
年
で
２
回
目
と
な
る

『
越
路
手
ま
り
＆
ツ
バ
キ
展
』
で
、
田
中

さ
ん
の
作
品
が
５
０
０
点
ほ
ど
展
示
さ
れ

る
予
定
。
手
ま
り
と
ツ
バ
キ
が
織
り
成
す

和
倉
の
春
を
感
じ
て
み
て
は
。

  　

田
中
ひ
さ
子
さ
ん

                          

☎
62
―
４
７
４
０

CONTENTS

田
中 

ひ
さ
子 

さ
ん　

83
歳

（
石
崎
町
）

『
手
ま
り
』と
と
も
に

『
手
ま
り
』と
と
も
に

歩
ん
だ
人
生

歩
ん
だ
人
生

越 路 手 ま り ＆ ツ バ キ 展
４月 1 日 ( 金 ) ～ ３ 日 ( 日 ) 　場 所 ： 信行寺（和倉町）



能登和倉万葉の里マラソン2011
いよいよ 日3 13（日）月 開催！

3 2011.3 月号

ランナーは、皆さんの応援がちからとなります！
　本大会最多！ 6,755人のランナーが七尾市に集結。全国から集まるランナーに七尾

市民あげて、『おもてなし応援隊』として応援しましょう！応援に行く前の準備と当

日の応援の仕方を参考（おもてなし応援隊７か条）に会場へお越しください。

『おもてなし応援隊　７か条！』

１．防寒対策

１．応援ボードを
作ろう！

１．ハイタッチをしよう！

１．てるてる坊主を
作ろう！

１．家族みんなで
応援に行こう！

１．応援は笑顔で！

１．大きな声で
応援しよう！

応援に行く際、ジャンバー

などを忘れずに！

段 ボ ー ル な ど で、ラ ン

ナーに向けた思いを書い

て応援しましょう！

ランナーが来たら、ハイタッチ

をしよう！　注）スピードが速

いランナーにはダメ！

「当日、晴れますように！」

と願いを込めて！

大人のみならず、子ども

たちの応援が非常に勇気

づけられます。

あなたの最高の笑顔で！

その声がランナーの力

となります。

これを知っていると本当に便利！ 大会当日の注意事項
●沿道からの応援はランナーに

とって大きな励みになります。沿

道で応援する際には、怪我や事故

などに注意して競技の妨げになら

ないようご協力お願いします。

●駐車禁止区域やコース沿道およ

び反対車線には絶対に駐車しない

でください。

●レース状況により規制時間が変

更されることがあります。警察官

および係員の指示に従ってくださ

い。

月

能登和倉万葉の里マラソン2011
いよいよ 開催！日3 13（日）




